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研究成果の概要（和文）：保育園や小学校における音環境調査および時計型身体加速度計による身体活動動態の
5日間の連続調査は、大きな問題なく実施できた。都市部に比べて静かな音環境にある離島においても、児童が
活動中の室内では一定レベル以上の音が発生しており、乳児の保育室でも同様であった。聴覚過敏を有する児童
においては活動動態や午睡などメンタルヘルスに関連する指標へ影響が及んでいる可能性が示唆された。
また、聴覚過敏傾向が重篤な発達障害の児童が在籍する特別支援学校において、音環境に配慮し、吸音材を用い
た小空間（リラックス・スペース）を設置することで、聴覚過敏傾向が重篤な発達障害の児童の授業中の行動に
改善がもたらされた。

研究成果の概要（英文）：Continuous investigation of children's locomotor activity (using a 
watch-type actigraph) and of sound environment in a nursery school and an elementary school were 
conducted successfully without major problem. Even in a quiet remote island, large sound level was 
experienced during children's activity, and such sound level was also found in the baby's childcare 
room. Such sound level might influence mental health problems, including sleep, nap as well as 
daytime activity, in children with acoustic hyper-reactivity.  
To develop methods to improve children's mental health problems caused by sound, a small calming 
space (relaxation space) with metal frames surrounded by sound-absorbing material was installed in 
schoolrooms for special-needs education. Improvement in the behavior of children with acoustic 
hyper-sensitivity was found,as they could take refuge inside the quiet calming space when they 
experienced large sound in their class.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
保育園・小学校の室内において音環境および身体活動動態の実時間モニタリングを長期間行うことで、活動動態
や夜間および日中の睡眠動態などのメンタルヘルス指標を大きな問題なく簡易に客観的かつ定量的に評価し、聴
覚過敏性との関連を示し、子どものメンタルヘルス改善につながる合理的な配慮が検討しやすくなった点で、本
研究成果の学術的意義は大きい。
また、本研究で行ったような音環境への配慮は、子どもから成人まで広く聴覚過敏・聴覚鈍麻を有する児者に医
療・教育・福祉など多領域において将来的に応用可能で、治療方法や環境調整法の開発に結び付けやすく、本研
究成果の社会的意義は大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自閉スペクトラム症など非定型的な聴覚情報処理特性（過敏・鈍麻など）を有する子どもで
は、通常の教室の音環境でも精神不調を認める可能性が考えられる。保育・教育現場での音環
境の問題とその改善のための取り組みが注目されているが、音環境を改善することで、子ども
の情緒や行動面にどのような影響をもたらすかについては、まだよく知られていない。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、教室における音環境を測定し、子どもの発達特性・感覚特性および情緒・
行動の問題との関連について評価し、音環境調整を行い、子どもの感覚特性に応じて音環境が
メンタルヘルスにどのような影響をもたらすか調べることで、学校メンタルヘルス改善につな
がる最適な音環境対策を提案することを目的とした。将来的には、子どもから成人まで広く聴
覚過敏・聴覚鈍麻を有する者に医療・教育・福祉の多領域において応用可能で、治療方法や環
境調整法の開発に結び付けやすく、意義は大きい。 
 
３．研究の方法 
東京都大島町の保育園 1園（保育室および園児が午睡を行うホール）および小学校 1校（教
室および音楽室）において音環境を 5日間連続測定し観察調査も実施した。さらに、協力の得
られた 3歳以上の子どもにおいて、時計型身体加速度計を用いて 1週間の行動動態の定量的実
時間モニタリングを音環境調査と同期して実施した。そして、保護者により子どもの自閉症特
性や情緒・行動の問題、感覚特性に関する質問紙を実施した。身体活動動態は、入浴中や激し
い活動中をのぞき、1 週間時計型身体加速度計を利き腕でない腕に着用し、行動動態指標（平
均活動量・分散・歪度・尖度・平均休息継続時間・平均活動継続時間など）および睡眠指標（夜
間および保育園での午睡における睡眠時間・睡眠効率・睡眠潜時・中途覚醒時間など）を得た。
メンタルヘルス質問紙（保護者評価）を用いて、保護者が、子どもの自閉症特性や情緒・行動
の問題、感覚特性を評価した。なお、本研究は国立精神・神経医療研究センター倫理委員会の
承認を得て実施し、本研究に協力したすべての子どもとその保護者に対して、文書および口頭
で本研究について説明し、保護者からは同意を、子どもからはアセントを得た。 
また、都立高等学校（特別支援学校・チャレンジ校） における教室内音環境に関する調査を
実施した。特別支援学校においては音環境保全対策として吸音材を用いた小空間（リラックス・
スペース）を設置し、経過の観察および担当教員へのヒアリング調査を実施することで、聴覚
過敏傾向を有する自閉スペクトラム児の授業中の行動に改善がもたらされるか検討した。 
 
４．研究成果 
保育園における 5日間の音環境調査および時計型身体加速度計による身体活動動態の調査は、
大きな問題なく実施できた。保育園では、80 dB を超える活動 は少なく、午睡時も 40 dB 前
後の騒音レベル を保てていたが、子どもの活動時は 60‐80dB 程度で推移し平均で 70 dB 前
後の値となった 。小学校では、教室内 の授業中で 65‐80 dB 程度、昼食中は 70‐85 dB 程 度、
音楽室での授業時は 70‐90 dB 程度で、児童が一斉に楽器を演奏する際には 90 dB を 超える
ような場面もみられた。 
保育園児では、質問紙で評価した非定型的な聴覚特性の得点の高さは、腕時計型身体加速度
計を用いて評価した子どもの夜間や午睡の睡眠効率の低さや中途覚醒時間の長さといった睡眠
指標と関連を認めた。 夜間の睡眠効率や中途覚醒時間は、行動上の問題（行為の問題や多動性・
不注意の問題）や子どもの自閉症特性（対人的気づきや常同症など）と有意な相関を認めた。
腕時計型身体加速度計を用いて評価した子どもの平均活動量および活動動態の歪度は、子ども
の感覚過敏因子や情緒の問題と有意な相関を認めた。 
腕時計型身体加速度計を用いて子どもの情緒・行動上の問題や自閉症特性、感覚特性に関連
する客観的定量的指標を評価できる可能性が考えられた。保育園や学校では 80ｄB 程度を超え
る活動が内容によってあり、今後、音環境と行動動態との関連の解析を進めることで、音環境
のレベルによって子どもの特性に応じた行動パターンを簡易に客観的かつ定量的に評価できれ
ば、子どものメンタルヘルス改善につながる合理的な配慮が検討しやすくなると考えられる。 
都市部に比べて静かな音環境にある離島においても、児童が活動中の室内では一定レベル以
上の音が発生しており、乳児の保育室でも同様であった。聴覚過敏を有する児童においては活
動動態や午睡に影響が及んでいる可能性が示唆された。 
また、特別支援学校においては音環境保全対策として吸音材を用いた小空間を設置すること
で、聴覚過敏傾向を有する自閉スペクトラム児の授業中の行動に改善がもたらされた。特別支
援学校には、聴覚過敏の生徒や聞き取り・聞き分けが難しい生徒がいるが、教室の防音が不十
分で他の教室で騒ぐ声が漏れ聞こえて辛い状況で、静かに過ごすことができるスペースがなく、
安全にクールダウンできるスペースへのニーズがあった。作成した小空間は、休み時間などで
日常的に使用されるケース、パニック時に 使用されるケースが確認され、気持ちを落ち着かせ
る場所、パニック を鎮める場所などとして機能しうることが示された。  
本研究課題では、保育園・小学校の室内において音環境および身体活動動態の実時間モニタ
リングを長期間行うことで、活動動態や夜間・午睡時の睡眠動態などのメンタルヘルス指標を
大きな問題なく簡易に客観的かつ定量的に評価し、聴覚過敏性との関連を示し、子どものメン



タルヘルス改善につながる合理的な配慮が検討しやすくなった点で、本研究成果の学術的意義
は大きい。また、本研究で行ったような音環境への配慮は、子どもから成人まで広く聴覚過敏・
聴覚鈍麻を有する児者に医療・教育・福祉の多領域において将来的に応用可能で、治療方法や
環境調整法の開発に結び付けやすく、本研究成果の社会的意義は大きい。 
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